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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月26日(2008.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　構造物（２０８）の開口（２２０）に挿入軸線（４２，４４２）に沿
って挿入される留め具（２２、４２２）であって、
　開口（７０、４７０）と、該開口（７０、４７０）の回りに形成された螺旋リップ（７
２）とを有するフランジ（６２、４６２）と、
　前記フランジ（６２、４６２）に連結されて、一対のほぼＵ字形状の部分（８６、４８
６）を有する胴体（６０、４６０）とを備え、前記一対のＵ字形状部分の各々は前記挿入
軸線（４２、４４２）を中にして対向するように配置されており、前記フランジ（６２、
４６２）に対向する前記一対のＵ字形状部分（８６、４８６）の各々の一端には留め具開
口（９８、４９８）が形成されており、前記留め具開口（９８、４９８）は、前記開口（
７０、４７０）に挿入されるねじ留め具（７４）のための隙間を提供するように構成され
ており、
　更に、前記一対のＵ字形状部分（８６、４８６）の各々に連結された翼部材（１００、
５００）を備え、該翼部材（１００、５００）の各々は、ねじれた平面の反った平坦な形
状であり且つ前記一対のＵ字形状の部分（８６、４８６）の対応する一方に連結された第
１端部と該第１端部の反対側であって先端の端面で終わっている第２端部とを有し、前記
先端の端面は、該端面の第１の横側面（１２０ａ）が該端面の反対側の第２の横側面（１
２０ｂ）に比較して垂直方向において前記フランジ（６２、４６２）に近接するように、
垂直方向において前記フランジ（６２、４６２）に対して傾斜している、
　ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２】　請求項１に記載の留め具において、前記先端の端面には複数の歯が形
成されている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３】　請求項１に記載の留め具において、前記先端の端面は平坦である、こ



(2) JP 2002-31118 A5 2008.5.8

とを特徴とする留め具。
　　【請求項４】　請求項１に記載の留め具において、前記先端の端面は、前記第１の横
側面と前記第２の横側面との間で螺旋形状で延びている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項５】　請求項１に記載の留め具において、前記第１の横側面と前記第２の横
側面とに隣接した前記翼部材（１００、５００）の横側面の角度は約３０度～約８０度で
ある、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項６】　請求項５に記載の留め具において、前記角度は約６０度である、こと
を特徴とする留め具。
　　【請求項７】　請求項１に記載の留め具において、前記挿入軸線（４２、４４２）に
平行な方向からの平面視で該留め具を見た場合の平面に対して、前記先端の端面が、前記
挿入軸線（４２、４４２）回りに約５度～約４５度の角度、回転しており、前記平面は、
前記挿入軸線（４２、４４２）を含み且つ該留め具（２２、４２２）を通って前記ほぼＵ
字形状部分（８６，４８６）が該平面の反対側にあるように拡がっている、ことを特徴と
する留め具。
　　【請求項８】　請求項７に記載の留め具において、前記角度が約３０度である、こと
を特徴とする留め具。
　　【請求項９】　構造物（２０８）の開口（２２０）に挿入軸線（４４２）に沿って挿
入される、留め具（４２２）であって、
　フランジ（４６２）と、
　前記フランジ（４６２）に連結され、第１のほぼＵ字形状の部分（４８６）と第２のほ
ぼＵ字形状の部分（４８６）とを有し、該第１のほぼＵ字形状の部分（４８６）と第２の
ほぼＵ字形状の部分（４８６）とは前記挿入軸線（４４２）を中にして対向するように配
置されている、胴体（４６０）と、
　前記第１のほぼＵ字形状の部分（４８６）に連結された第１の翼部材（５００）と前記
第２のほぼＵ字形状の部分（４８６）に連結された第２の翼部材（５００）とを備え、
　前記第１の翼部材（５００）と前記第２の翼部材（５００）の各々は、前記第１のほぼ
Ｕ字形状の部分（４８６）に連結された第１端部と該第１端部の反対側であって先端の端
面で終わっている第２自由端部とを有する反った平坦な形状であり、前記第２端部の前記
先端の端面は、該先端の端面の第１の横側面（５２０ａ）が該先端の端面の第２の反対側
の横側面（５２０ｂ）より垂直方向において前記フランジ（４６２）に対し近接するよう
に、前記挿入軸線（４４２）にほぼ平行である垂直方向において前記フランジ（４６２）
に対して傾斜している、
　ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１０】　請求項９に記載の留め具において、前記第１及び第２の翼部材（５
００）の第２の横側面（５２０ｂ）は相互に隣接している、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１１】　請求項９に記載の留め具において、前記先端の端面において複数の
歯（１３６）が形成されている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１２】　請求項９に記載の留め具において、前記先端の端面が平坦である、
ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１３】　請求項９に記載の留め具において、前記反った平坦な面は、ねじれ
た部分を有する、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１４】　請求項１３に記載の留め具において、前記先端の端面が、前記第１
の横側面と前記第２の横側面との間で螺旋状になっている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１５】　請求項９に記載の留め具において、前記第１の翼部材（５００）の
前記第１横側面に隣接する横側面と前記第２翼部材の前記先端の端面の間の第１の角度が
約３０度から約８０度までであるように、該第１の翼部材（５００）が形成されている、
ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１６】　請求項１５に記載の留め具において、前記第１の角度が約６０度で
ある、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１７】　請求項１５に記載の留め具において、前記第２の翼部材（５００）
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の前記第１横側面に隣接する横側面と前記第２翼部材の前記先端の端面との間の第１の角
度が約３０度から約８０度までであるように、該第２の翼部材（５００）が形成されてい
る、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１８】　請求項１７に記載の留め具において、前記第１の角度が約６０度で
ある、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項１９】　請求項９に記載の留め具において、前記挿入軸線（４４２）に平行
な方向からの平面視で該留め具を見た場合の平面に対し、前記先端の端面の各々が、前記
挿入軸線（４４２）回りに約５度～約４５度の角度、回転しており、前記平面は、前記挿
入軸線（４４２）を含み且つ該留め具（２２、４２２）を通って前記第１及び第２のほぼ
Ｕ字形状部分が該平面の反対側にあるように拡がっている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２０】　請求項１９に記載の留め具において、前記角度は約３０度である、
ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２１】　請求項１９に記載の留め具において、前記第１の翼部材（５００）
の前記先端の端面は第１の方向に回転しており、前記第２の翼部材（５００）の前記先端
の端面は第１の方向と反対の第２の方向に回転している、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２２】　請求項９に記載の留め具において、前記フランジ（４６２）には穴
（４７０）が形成されており、前記穴（４７０）に近接して該フランジ（４６２）に螺旋
リップが形成されている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２３】　請求項２２に記載の留め具において、前記フランジ（４６２）の反
対側の前記ほぼＵ字形状部分（４８６）の各々の端部に、留め具開口（４９８）が形成さ
れており、該留め具開口（４９８）は、前記穴（４７０）に挿入されるねじ固着具のため
の隙間を提供するように形成されている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２４】　構造物（２０８）の開口（２２０）に挿入軸線（４４２、４４２’
）に沿って挿入される、留め具（４２２）であって、
　フランジ（４６２、４６２’）と、
　前記フランジ（４６２、４６２’）に連結された胴体（４６０、４６０’）であって、
第１の胴体部分（４８６、４８６’）と第２の胴体（４８６、４８６’）とを有し、該第
１の胴体部分及び第２の胴体部分（４８６、４８６’）が、前記挿入軸線（４４２、４４
２’）を中にして対向するように配置されている、前記胴体（４６０、４６０’）と、
　前記第１の部分（４８６、４８６’）に連結された第１の翼部材（５００）及び第２の
翼部材（５００）と、
　前記第２の部分（４８６、４８６’）に連結された第３の翼部材（５００）及び第４の
翼部材（５００）とを備え、
　前記第１の翼部材（５００）と前記第２の翼部材（５００）と前記第３の翼部材（５０
０）と前記第４の翼部材（５００）のそれぞれは、前記第１の部分又は第２の部分（４８
６、４８６’）の対応のものに連結された第１端部と該第１端部の反対側であって先端の
端面で終わっている第２自由端部とを有する、ねじれた平坦な形状であり、前記先端の端
面は、該先端の端面の第１の横側面（５２０ａ）が該先端の端面の第２の反対側の横側面
（５２０ｂ）より垂直方向において前記フランジ（４６２、４６２’）に対し近接するよ
うに、前記挿入軸線（４４２、４４２’）にほぼ平行である垂直方向において前記フラン
ジ（４６２、４６２’）に対して傾斜しており、
　前記第１及び第２の翼部材（５００）の前記第２横側面（５２０ｂ）は、相互に隣接し
ており、前記第３及び第４の翼部材（５００）の前記第２横側面（５２０ｂ）は、相互に
隣接している、
　ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２５】　請求項２４に記載の留め具において、前記先端の端面には複数の歯
（１３６）が形成されている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２６】　請求項２４に記載の留め具において、前記先端の端面は、平坦であ
る、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２７】　請求項２４に記載の留め具において、前記先端の端面は、前記第１



(4) JP 2002-31118 A5 2008.5.8

横側面（５２０ａ）と前記第２横側面（５２０ｂ）との間を螺旋形状で延びている、こと
を特徴とする留め具。
　　【請求項２８】　請求項２４に記載の留め具において、前記第１翼部材（５００）と
第２翼部材（５００）と第３翼部材（５００）と第４翼部材（５００）のそれぞれは、前
記第１側面に隣接する側面と前記先端の端面との間の角度が約３０度～約８０度であるよ
うに、構成されている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項２９】　請求項２８に記載の留め具において、前記角度は約６０度である、
ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３０】　請求項２４に記載の留め具において、前記挿入軸線（４４２、４４
２’）に平行な方向からの平面視で該留め具を見た場合の平面に対し、前記先端の端面の
各々が、前記挿入軸線（４４２、４４２’）回りに約５度～約４５度の角度、回転してお
り、前記平面は、前記挿入軸線（４４２、４４２’）を含み且つ該留め具（４２２）を通
って前記第１及び第２の胴体部分（４８６、４８６’）が該平面の反対側にあるように拡
がっている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３１】　請求項３０に記載の留め具において、前記角度が約３０度である、
ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３２】　請求項３１に記載の留め具において、前記第１の翼部材（５００）
の前記先端の端面は第１の方向に回転しており、前記第２の翼部材（５００）の前記先端
の端面は第１の方向と反対の第２の方向に回転している、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３３】　請求項３２に記載の留め具において、前記第３の翼部材（５００）
の前記先端の端面は前記第２の方向に回転しており、前記第４の翼部材（５００）の前記
先端の端面は前記第１の方向に回転している、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３４】　請求項３３に記載の留め具において、前記第３の翼部材（５００）
は前記第１の翼部材（５００）の正反対に位置し、前記第４の翼部材（５００）は前記第
２の翼部材（５００）の正反対に位置している、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３５】　請求項２４に記載の留め具において、前記フランジ（４６２、４６
２’）には穴（４７０）が形成されており、前記フランジ（４６２、４６２’）には前記
穴（４７０）に近接して螺旋リップが形成されている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３６】　請求項３５に記載の留め具において、前記フランジ（４６２）の反
対側の前記胴体部分（４８６）のそれぞれの端部に留め具開口（４９８）に形成されてお
り、該留め具開口（４９８）は、前記穴（４７０）に挿入されるねじ固着具のための隙間
を提供している、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３７】　請求項２４に記載の留め具において、前記第１胴体部分及び第２胴
体部分（４８６）は、ほぼＵ字形状である、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３８】　構造物（２０８）の開口（２２０）に挿入軸線（４４２、４４２’
）に沿って挿入される、留め具（４２２）であって、
　フランジ（４６２、４６２’）と、
　挿入部分（４８０、４８０’）と保持部分（４８２）を有する胴体（４６０、４６０’
）とを備え、前記挿入部分（４８０、４８０’）が第１の部材及び第２の部材（４８６、
４８６’）を有し、前記第１の部材及び第２の部材（４８６、４８６’）のそれぞれが前
記フランジ（４６２、４６２’）に連結された隣接端部と先端の端部とを有し、前記挿入
部分（４８０、４８０’）が前記第１の部材（４８６、４８６’）に連結された第１及び
第２の翼部材（５００）と前記第２の部材（４８６、４８６’）に連結された第３及び第
４の翼部材（５００）とを有し、前記第１の翼部材（５００）と前記第２の翼部材（５０
０）と前記第３の翼部材（５００）と前記第４の翼部材（５００）とのそれぞれが係合縁
部を持つねじれた平坦な形状を有し、前記第２の翼部材（５００）から遠い側の、前記第
１の翼部材（５００）の前記係合縁部の横側面（５２０ａ）が、前記挿入軸線（４４２、
４４２’）に平行な方向において前記フランジ（４６２、４６２’）に、前記第２の翼部
材（５００）に最も近い、前記第１の翼部材（５００）の前記係合縁部の、反対側の横側
面（５２０ｂ）より、近づくように、前記第１の翼部材（５００）の前記係合縁部が前記
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フランジ（４６２、４６２’）に対して傾斜しており、
　前記第２の翼部材（５００）の前記係合縁部は、前記第１の翼部材（５００）前記係合
縁部が前記第１平面に直交し且つ前記挿入軸線（４４２、４４２’）を含む第２平面につ
いて鏡像になるように、前記第１の翼部材（５００）の前記係合縁部が配置される位置に
配置されている、
　ことを特徴とする留め具。
　　【請求項３９】　請求項３８に記載の留め具において、前記第３の翼部材（５００）
及び前記第４の翼部材（５００）は、前記第１の翼部材（５００）及び前記第２の翼部材
（５００）の前記係合縁部が該第１及び第２の翼部材（５００）が前記第１平面に直交し
且つ前記挿入軸線（４４２、４４２’）を含む第２平面について鏡像になる配置であるよ
うに、配置される位置に配置されている、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項４０】　請求項３８に記載の留め具において、前記第１の部材（４８６）は
ほぼＵ字形状である、ことを特徴とする留め具。
　　【請求項４１】　請求項３８に記載の留め具において、前記第１の部材（４８６、４
８６’）は、第１の部分（４８８、４８８’）と、該第１の部分（４８８、４８８’）を
ほぼ越える第２の部分（４９２、４９２’）とを有し、前記第１及び第２の翼部材（５０
０）は、前記第２の部分（４９２、４９２’）の両側の横側面に連結されている、ことを
特徴とする留め具。
　　【請求項４２】　請求項４１に記載の留め具において、前記第１及び第２の部材（４
８８、４９２：４８８’、４９２’）は相互に接触している、ことを特徴とする留め具。
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